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「携帯電話は本当に安全なの？」の巻

カワグチマサヨ
「NY在住のフリージャーナリスト。95年に渡米し、

日本での取材番組のキャリアを生かして、テレビや

ラジオ、インターネットにNYからリポートを発信

している。最近は、日本のニュース番組の取材コ

ーディネーターとしても活躍。

masshy.comfromNewYork

Illustration : Kido Satoko

しかし、携帯電話もいまや年間2,000億円ビジネスというドル箱。

こういう危険を示唆する指摘があっても、普通「じゃ、売るのやめ

ます」と引き下がるわけないよね。携帯会社も、あの手この手で応

戦している。その1つが、別の医者をブレーンとして連れてきての反

論作戦。「そんな証拠はどこにあるのか」という論点で押してくるわ

けよ。いつも携帯を使っている私たちにしても仕事やプライベートで

必要なので、すぐに使わなくなるわけでもなく、身に迫る恐ろしい例

でもないかぎり、なかなかやめられないよね。

でも、子供に使わせるのはさすがに見合わせようという人は結構多

いだろうけどね。アメリカで子供が携帯持ってしゃべってるのは、あ

まり見かけないけど、日本では塾の送り迎えのためとかで、携帯が

小学生に普及してるね。以前、帰国した際に本屋で小学生が地べ

たに座って大きな声で携帯電話で友達と話しているのを見たときに

は最初は驚いたわ。でも、携帯があるとどこでも連絡が取

れて居場所がわかるだけに、家出の捜索願いが減ったと

か。昨今では、家族の行動スケジュールの時間帯が合わ

ないため、携帯電話によってつながっている「携帯家族」

なんていう言葉も出てきてるしね。これじゃ、そう簡単に

携帯電話がなくなるはずもないわけよ。

実はオックスフォードの博士たちも、いますぐやめろと

いうのではなくて、携帯電話のそういう危険性を認識しな

さいといってるだけなの。子供には、むやみに使わせない

ようにしようというアドバイスよね。消費者というよ

りも、おもに携帯電話を売る側への警告ね。消費者

には携帯を直接耳にあてるのではなくイヤホンで話すようにと呼びか

けている。そういえば最近、電車や街の中で日本に比べるとひと回

り大きい携帯電話を手に握って、両耳にヌードのイヤホンつけて喋

ってる人が多くなったわねぇ。ちょっと不思議な光景なんだけどサ。

FCC（連邦通信委員会）によると、携帯電話の利用者が現在

8600万人いるアメリカでは2年程前から、電磁波のレベルが記載さ

れて端末が売られていて、SARレベルが表示されてるんだけど、そ

のレベルが1.6W/Kg以下のモノだと一応安全区域なんだって。私の

は表示が義務付けられる以前のものだったので、FCCのサイトで電

話の電池に書いてあるFCCのIDナンバーをインプットして調べてみ

たよ。そしたら、私の携帯のSARレベルは0.45。ホっ～。＾＾）；

先日ついにFDA（米国食品医薬局）が本格的に携帯の人体にお

ける影響の調査に乗り出したの。これで公正な判断が下されるわ。

結局、携帯もまだ登場して日が浅いから、本当の意味でのデータは

これからね。気がついたら脳腫瘍になってたなんてヤダもん、やっぱ

りイヤホンを買いに行こう！　アナタも気をつけてね。 マッシー：）

ハーイ、お元気？　NYの激寒もなんのその、張り切ってマス。

2001年だもんね。これを読んでるときはもう新年あけましておめで

とうのころよね。ハッピーニューイヤ～！　今年もよろしくね。

さて、私が朝日や読売のサイトと並んで情報源にしているスポー

ツ新聞のサイト。最近は日刊スポーツよりスポニチの方が充実して

るね。先月このサイトで、ドキュメンタリーを見て好きになった浜崎

あゆみちゃんが、ヒョウ柄の携帯電話をデザインしたという記事がニ

ッコリ笑顔の写真付きで堂々と掲載されていた。日本はおめでたい

よ！＊＊）と、つくづく首をかしげたよ。

というのも、アメリカでは2000年の11月末にウォルト・

ディズニー社がミッキーやミニー、ドナルドなどのキャラク

ターのライセンスをノキアから取りあげたため、子供に人

気のかわいい携帯電話が店頭からいっせいに姿を消したの。

そのワケは、英国オックスフォード大学の教授、コリン・

ブレイクモア博士が「携帯電話の使用による子供の脳へ

の障害の可能性」という衝撃的な論文を発表したからな

のよ。博士によると子供の脳の頭蓋骨は薄いため、携帯

電話から発する微量の電磁波が成長過程にある神経

系統に作用し、脳の発達に影響するというの。さら

に脳腫瘍の危険性が増すばかりか、ねずみを使った実験ではガンの

可能性も高くなると訴えているのよ。また、携帯を耳にあてて会話

していると電話から出る電磁波の60パーセントが頭の中を貫通し、

脳に達することもあるというの。お～コワ！　そういえば、メリーラ

ンド州在住の神経科医がモトローラを相手に、携帯電話の電磁波が

悪性の脳腫瘍の原因になったとして8億ドルの賠償を求める訴訟を

おこしたケースもあったのよ。

で、この問題を米3大ネットワークの1つABCが人気の報道番組

「プライムタイム」で扱ったんだけど、この番組は世論に直結してい

るといわれるほど影響力が強いもんだから、さすがに世論の反響も

すごかったみたい。ディズニーはABCの親会社なだけに、子会社の

発表に対して責任を取ったともいえるわね。

1999年の5月にイギリス政府が召集した科学者のグループも、携

帯電話会社は子供をターゲットにしたマーケット戦略を取りやめる

べきだと提唱しているわ。これに対してアメリカのほとんどの携帯電

話会社は子供が登場する広告宣伝を中止したけど、99年にAT&T

だけがテレビCMをオンエアした。その内容は、若くて忙しいワーキ

ングカップルが子供に携帯電話をかけて、「犬の散歩をちゃんとやっ

たの？」とか「ゴミを外にだしておいた？」と話すというもの。こ

れに対してAT&T側は「特定の年齢層をターゲットにしたわけでは

ない」と反論してる。

今月の関連サイトはココ！
■携帯と電磁波についての日本語のページ

kodansha.cplaza.ne.jp/hot/science/2000_07_22/content.html

■FCCのサイト（英語）

www.fcc.gov/oet/rfsafety/Jump02

Jump01

e-mail : masshyK@hotmail.com
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